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( 3 ) 岩畔豪雄『戦争史論』恒星社厚生閣、昭和四十二年、および『科学時代から人間の時代
へ』理想社、昭和四十五年。




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































条件」を提示した、という (小野『京都産業大学創立の記』、305 頁)。註 43 の後半で述べ
たことと関連して、このことも意味深長であるように思われる。
(50) 『要覧 京都産業大学 Introduction to KYOTO SANGYOU UNIVERSITY ʼ65-66』。
↗
(51) 岩畔の人脈の幅広さは、かつて国家総力戦体制の整備に向けた日本陸軍の多種多様な活
動の中で、彼が様々の要職に就き、そこにおいて戦争の科学化と国力の総動員との必要と
いう明確な問題意識を持って精力的に活動したこと、それを通じて軍の諸部門とのみなら
ず、産業と行政と学問の諸領域と密接な交渉を持ったことに由来する。秘密戦に精通し、
「謀略の岩畔」と呼ばれた岩畔は、他面で、陸軍省整備局統制課課員、関東軍経済担当参
謀 (満州国の内面指導)、参謀本部第一課参謀 (作戦資材業務、総動員業務担当)、対満事
務局事務官 (満鉄と満州電電会社の監督)、軍務局軍事課長 (総力戦体制整備の司令塔)
などの経歴を通じて、統制経済を組織する「経済参謀」の顔を併せ持った。一例を挙げれ
ば、彼は、整備局統制課で膨大な種目数 ――岩畔によれば「五万種｣―― に上る作戦資
材 (軍需品) の製造、徴発、整備などの計画を担当し、「その時に物というものが徹底に
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産業大学のとりわけ初期史における岩畔の事績は、岩畔への弔辞で小野や
荒木が認めた通り、まことに大きいものであった、と言わなければならな
い。
わかりましたよ。今日、ですから物というものに対しては案外興味を持っています」、と
述べている (岩畔『昭和陸軍謀略秘史』、27 頁)。岩畔のこの経歴と、本文で引用した『要
覧』にある京都産業大学の「建学の精神」としての「産学協同」とを念頭に、東京事務所
長としての岩畔の役割をより明確に特定してみるならば、それは、岸信介や星野直樹、椎
名悦三郎、福田赳夫、西浦進、水野成夫、荒井渓吉といった、かつての総力戦体制の推進
者人脈を、高度経済成長と国際的産業競争との時代背景の下、「産学協同」の理念を通じ
て京都産業大学に再び結集し、日本の産業社会を担う中堅的な人材育成のために活用する
ことにあった、と言えるかもしれない。東京事務所の役割が何であったのかという問題を、
一大学史を超える、より大きな歴史的文脈の中で考察するためには、岩畔の人脈だけでな
く、東京事務所の設置者たる荒木俊馬の大学観をも併せて考えることが必要となろう。岩
畔の人脈がそうであったように、荒木の「建学の精神」としての「産学協同」もまた戦時
期にまで遡りうるものであった。戦時期における荒木の愛国主義的言論活動は、日本の国
力向上の観点から、明治以来の知的エリート主義を打破し、科学技術の振興とそのための
高等教育の大衆化とを要求する革新的な性格を有していた。この点で荒木の大学観は、戦
後改革の所産たる新制大学の大学像と実は通底する。荒木にとって、新制大学の最大の問
題点は、註 16で見たように、それが「左傾偏向」教育と政治化した学生運動との巣窟と
なっていることにあった。それを是正し、愛国心を媒介として科学技術と産業社会とを結
び付けること、ここに荒木の「建学の精神」としての「産学協同」の趣旨があった。なお
荒木のこの大学観について、学部同僚の溝部英章教授から多大の教示を受けた。ここに記
して感謝申し上げる。
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